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　ここに，「門脈圧亢進症に対する診療」と題した特集をお届けする．臨牀消化器内科で門
脈圧亢進症を取り上げるのは 2012年 1月以来，約 10年ぶりである．当時の特集「門脈圧亢
進症の治療 update」と読み比べていただければ，この期間に門脈圧亢進症に対する診療の
長足の進歩を実感していただけるものと思われる．いずれの論文も読み応えのある秀逸な
ものばかりであり，ご多忙のなか執筆くださった各先生方に，この場を借りて心より感謝，
御礼申し上げます．
　名古屋大学，東京大学と小生が所属してきた消化器内科学教室は，基本，消化管，胆膵，
肝臓という臓器別のグループ単位で診療・研究・教育が行われている．では門脈圧亢進症
はどこのグループが診療し，研究を推し進め，後進の指導をするのか？　名古屋大学では肝
臓グループが肝硬変から静脈瘤までを一手に引き受けているのでわかりやすい．東京大学
では静脈瘤は消化管グループが，それ以外はおもに肝臓グループが対応している．
　ICD10までは，門脈圧亢進症（K76.6）は消化器系の疾患（肝疾患）のなかに，食道静脈瘤
（I85），胃静脈瘤（I86.4）などの静脈瘤はいずれも循環器系の疾患（静脈，リンパ管およびリ
ンパ節の疾患，他に分類されないもの）のなかに分類されていたが，2018年 6月に約 30年
ぶりに改訂された ICD11では，静脈瘤も消化器系の疾患のなかに分類されるようになっ
た．国際的にも門脈圧亢進症およびその関連疾患は，一貫して消化器系の疾患としてわれ
われ消化器専門医が扱うことへのコンセンサスが得られたといえる〔肺高血圧症（循環器系
の疾患に分類）などの一部の例外を除く〕．
　現在，内科系の消化器サブスペシャルティ専門医制度においては，2階部分としての消
化器領域専門医，いわゆる 2.5階部分としての消化器内視鏡領域専門医，肝臓領域専門医
が来年度からの機構認定専門医制度を開始すべく佳境に入っている段階である．門脈圧亢
進症に関しては，臓器横断的に病態を理解・解明し，診断・治療法の開発を行っていく必
要があることから，本分野の発展のためには，門脈圧亢進症学会は言うに及ばず，専門医
制度を有し次世代を育成する任を負っている消化器病学会の果たすべき役割が大きいもの
と思われる．専門医制度の刷新が従来の殻を破るきっかけともなり，本邦から本分野にお
ける新たな知見が生み出され続けることを期待したい．
 （藤城　光弘）
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